























た。インドネシアからは、2008 年から 2014 年までの 7期生が、フィリピンから
は、2009 年から 2014 年までの 6期生までが来日している。EPA により、受け入
れ病院や介護施設に着任する前の日本語研修が義務付けられ、国際交流基金関西国
際センターが受託し実施することとなった。






入国年 期 研修期間・実施地 期 研修期間・実施地
2008 1 国内研修 6か月（IK 研修）
2009 2 現地研修 4か月＋国内研修 2か月 1 国内研修 6か月
2010 3 現地研修 2か月＋国内研修 4か月 2 国内研修 6か月
2011 4 JF 現地研修 3か月＋国内研修 6か月 3 JF 現地研修＊2/3 か月＋国内研修 6か月
2012 5 JF 現地研修 6か月＋国内研修 6か月 4 JF 現地研修 3か月＋国内研修 6か月
2013 6 JF 現地研修 6か月＋国内研修 6か月 5 JF 現地研修 6か月＋国内研修 6か月































か月受けている。2012 年 11 月から R病院に介護福祉士候補者として勤務してお
り、同年 12月から R病院内で、月曜日から金曜日に 2時間ずつ、国際厚生事業団
（以下、JICWELS）のテキストを中心に、読解力・速読力・漢字を中心に勉強して











































































































































































































































































































































































































































































































































































・『看護の動向と課題 [ その 1]―教育カリキュラム分析を中心に―』「立命館産業社会論集第 41 巻 1 号」
（2006.6）』
　武分祥子







































































・「看護と介護の日本語教育研究会」（日本語教育学会テーマ研究会）　第三回例会　2013 年 11 月 16日
　「尼 4,5,6 期比 3,4,5 期　看護師・介護福祉士候補者に対する日本語予備教育事業の報告」
　登里民子・山本晃彦・飯澤展明
・「尼 4,5,6 期比 3,4,5 期　看護師・介護福祉士候補者に対する日本語予備教育事業の報告」（資料）
　登里民子・山本晃彦・飯澤展明
